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2025年度　メリー★ポピンズ kids朝霞ルーム 

事業報告書 

（保育所における自己評価） 
 

 

 

１．２０２５年度の概要　～年度の基本方針を受けて～ 
 

事業計画書に掲げた基本方針を念頭に置き、子ども達に全職員で向き合ってきた。 

園会議・昼礼会議・幼児会議・乳児会議・ケース会議・園内研修の中でこどもの姿を共有し、これらの成長に

繋がる保育の話し合いを重ねてきた。 

子どもの一人ひとりの力を信じ、Try＆Errorを繰り返しながら体験の学びを深め、発展するよう寄り添ってき

た。その中で、考える力・楽しむ力・想像する力を養うことができた。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい 
自己肯定感を育む 

 

実践結果 

・子ども達に寄り添いながら、応答的な関わりを持つよう子ども達の思いを受け

止めるよう努力してきた。 

・寄り添うために園研修の中で子ども一人ひとりを知るためにマインドマップを

製作したりディスカッションを繰り返してきた。 

次年度方向性 

・次年度も子ども達が自分を思い切り出せるような園にして行けるよう全職員で

学んでいく。今年度も園長大学Ⓡ保育士大学を活用してきたが引き続き園研修

で学んでいく 

2 

計画・ねらい 養護の行き届いた環境を構築する 

実践結果 

・清潔で安全な室内を目指すため、清掃等にも力を入れてきた。 

・人的環境にも力を入れ、一人ひとりの欲求を理解しようと全職員で力を入れて

きたが、もう少し時間が必要である 

次年度方向性 
・引き続き次年度も、子どもの気持ちを受容・共感し子どもが安心して自分らしく

居られるよう寄り添っていく 

3 

計画・ねらい 生活力を体得する。 

実践結果 

・昨年同様、5歳児を中心に針と糸を使い在園児へのプレゼント雑巾縫いに挑

戦した。保護者への協力も求め、不要のフェイスタオルの寄付を求める。玉留

めからはじめ、針に糸通し、縫い方を繰り返し、在園児への雑巾を20枚縫い上

げた。支援の必要な子も手伝いながら仕上げることができ、全員が達成感を味

わうことができた。 

次年度方向性 
・保護者にも子どもたちにも大好評だったため、次年度も継続して取り組んでい

きたい。丁寧に伝えていくためには職員2人で行う方が良いと思う。 
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（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい お迎え対応の充実 

実践結果 

・今年度も乳児幼児のお迎え対応を2カ所に分けてみた。ゆっくり話せると保護

者から好評であった。 

・昼礼会議で話し方や内容を吟味し、誰もが日々の姿を気持ちよくお伝えできる

よう心掛けてきた。残念だがお迎えラッシュが来ると短い報告になっている職員

も見受けられた。 

次年度方向性 

・次年度は昼礼会議で子どもの姿ワンエピソードを書き留め、お迎え対応で伝

えていく。 

・お迎え対応ラッシュが重なった場合の対応を考えていく。 

2 

計画・ねらい 子どもの様子、関わりの見える化を実施 

実践結果 
・今年度は、乳幼児担当職員が週の終わりに「写真の活動報告」を玄関横に置

いて3分間対応の合間に見て頂き好評を得た。 

次年度方向性 
・保護者に好評だったため次年度も続けていく。今年度は業務多忙で毎週とは

いかなかったので次年度は月に2回と決めていく。 

3 

計画・ねらい 保護者面談の実施 

実践結果 

・今年度も「相談にのってほしい」と保護者からの声に施設長や担当職員が面

談を行ってきた。相談を聞くだけで笑顔で帰られる方もいた。 

・相談しやすい様に、コミュニケーションをたくさん取るようにしてきた。 

・いつもと様子が違う保護者にはこちら側から声を掛けることもあった。 

次年度方向性 
・次年度も、全職員で保護者に寄り添えるよう話し合いを重ね、今年以上に努

力していく。 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 子育ての輪を広げていく 

実践結果 
・青空保育・園庭開放を活用しながら地域の親同士の繋がりを見つけたかった

が集客面に課題が残った。 

次年度方向性 

・開催方法、地域への周知の仕方を見直していく。地域の子育て拠点となるよう

にする。 

・園を身近に感じてもらうためにも、笑顔での挨拶は欠かさない。 

2 

計画・ねらい ちきんえっぐの充実を図る 

実践結果 

・ちきんえっぐの募集ポスターを勝手籠の上に貼ると、連絡が来るようになっ

た。 

・保護者の声掛けによって、地域の方も参加してくれた。コロナ前よりは少ない

が、少しずつ回復してきている 

次年度方向性 

・次年度はちきんえっぐのポスターをコピーして、公園などで地域の方に宣伝を

していく。 

・保育園の行事や活動も情報発信をしていく。 
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（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい 園内研修を充実させる 

実践結果 

・今年度は園長大学Ⓡ保育士大学を全職員視聴し、その時の子ども・保育状

況に合わせて視聴しディスカッションを行ってきた。職員の学びが広がり意見も

活発になった。 

次年度方向性 
・今年度も全職員が月に園長大学Ⓡ保育士大学の視聴をし園内研修を行って

いく。保育士に必要な知識技術を学んでいく。 

2 

計画・ねらい 子どもの心持ちを分かる職員集団を目指す 

実践結果 

・安全基地の確立を全職員で目指してきた。子ども達の心に寄り添い安心して

過ごせるよう気を遣ってきた。昼礼会議・乳児会議・幼児会議・園会議・ケース

会議等で子どもの現状を共有してきた。 

次年度方向性 ・次年度も安全基地を大切にしながら子どもの心持ちを大切にしていく。 

3 

計画・ねらい 互いに育ち合う職員の関係作り 

実践結果 

・毎日の挨拶、感謝の言葉のコミュニケーション、全体の力を引き出す協力、園

研修の学び、悩みの共有できる感情ケア等に最新の注意をし環境作りをしてき

た。 

次年度方向性 ・次年度も引き続き職員の関係づくりに取り組んでいきたい。 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 食材や食の循環への意識を育む 

実践結果 

・今年度もコンポストを継続し畑の肥料になり、子ども達にも食の循環を伝える

ことができた。 

・クッキングも年間通して多くの体験をさせてあげることができた。 

次年度方向性 

・次年度もコンポストを継続していく。 

・食材も無駄なく使い残渣を更に減らしていく。 

・食の循環を子ども達にも伝えながらクッキングも楽しんでいく。 

2 

計画・ねらい 命をいただく 

実践結果 

・大きな鯛を捌く事ができた。2歳児から5歳児まで参加し、焼いて食べたり粗を

スープにして楽しんだ。 

・魚の内臓をジップロックの上から触らせてもらい確認する。5歳児は魚の捌き

を包丁を持ち体験する。 

次年度方向性 ・次年度も魚の捌きを体験させていき、命の大切さを伝えていく。 

3 

計画・ねらい 給食残食の維持 

実践結果 

・残渣はほとんどない。皮付き野菜を使い、出汁に使う鰹節のふりかけが子ど

も達から大人気であった。ふりかけが無いと大泣きする子も居るほど美味しい

ようだ。 
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次年度方向性 
・次年度も引き続き残渣を減らしていくよう努力する。皮付き野菜の大切さを子

ども達にも伝えていく。 

 

 

（６）対話的保育の実践 

1 

計画・ねらい 子どもと対話する 

実践結果 

・全職員で子ども達の対話を大切にしてきた。子どもの声に耳を傾け子ども達

の思いに丁寧に対応してきた。 

・幼児の後半に2歳児が入ると子どもとの対話が多くなり、3歳児、4歳児との

キャッチボールが少し減った気がする。 

次年度方向性 
・次年度も子どもとの言葉のキャッチボールを繰り返していき、子どもの対話か

ら心を知る努力をしていく。 

2 

計画・ねらい 共感と感情の共有 

実践結果 

・子どもの喜び、悲しみに共感し一緒に感情を共有してきた。 

・なかなか話さない子ども達にも話しかけ、深いコミュニケーションを図ってき

た。職員同士の共有が多くなり、良いところをたくさん見つけられるようになっ

た。 

次年度方向性 
・次年度も話さない子にはこちらから話しかけ、コミュニケーションを図っていく

よう努力していく。 

3 

計画・ねらい 自分自身の振り返り 

実践結果 

・昼礼会議で、次につなげるために保育の共有を行ってきた。他の職員の意見

を聴きディスカッションを行い振り返ることができた。 

1月の園会議で振り返り発表を行った。 

次年度方向性 
・次年度も保育を行う中で、自分自身の振り返りを行っていく。自分の振り返り

だけでなく、他者の意見にも真摯に耳を傾けるようにする。 

 

 

（７）丁寧な保育の実践 

1 

計画・ねらい 自己研磨を忘れない 

実践結果 
・保育に関する知識を学び続けたが、各自学んだスキルを共有する場が少な

かった。自らスキルの共有を申し出る人がいなかった。 

次年度方向性 
・次年度は、各自の共有の場を設けて行っていく。 

・保育の振り返りも多く取り入れていく。 

2 

計画・ねらい チームで協力する 

実践結果 

・職員間での情報共有は良くできていた。一貫性のある保育が行えていた。 

・支援の必要なお子さんに全職員で協力しながら保育を行うことができた。話し

合いの時間を設けるのに苦労した。 
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次年度方向性 
・次年度も引き続き一貫性のある保育を行っていく。そのためには情報共有が

必要でありチームの力が必要になる。 

3 

計画・ねらい 保護者との連携を大切にする 

実践結果 

・コミュニケーションを取るために、保護者の方にたくさん話しかけてきた。職員

も笑顔で受け答えができた。 

・子どもとの共有も連絡帳や口頭で必ず伝えてきた。 

次年度方向性 
・次年度も引き続き保護者とのコミュニケーションを取っていく。 

特に子どもの成長は丁寧に伝えていき、喜びを共有していく。 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）児童利用状況 

月極利用児童受託状況（延べ人数） 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

年度前半：

4～9月 
6名 6名 9名 10名 10名 10名 51名 

年度後半：

10～3月 
6名 6名 9名 10名 10名 9名 50名 

 

延長保育利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
176名 160名 201名 214名 167名 224名 249名 231名 107名 114名 86名 98名 2027名 

うち 

0歳児 
0名 0名 3名 0名 1名 0名 0名 0名 0名 1名 0名 0名 5名 

（解説＿０歳児の延長保育は殆ど無し。 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　（３月１日時点） 

常勤  施設長 1名  保育士 8名 調理 1名 

パート 
 保育士 3名  調理 1名  栄養士 1名 
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 事務 1名  保育補助 1名   

 

 

 

３．運営報告 
 

（１）施設内会議 

会議名 実施回数 会議内容 

園会議 

月1回 

※2,3月は

策定会議に

て実施 

・コンピテンシー 

・保育の質向上に関わる勉強会 

・園内研修、研修報告、行事について、子どもたちの共有 

給食運営会議 月1回 離乳食、アレルギー、食育、残渣について 

事故防止委員会 月1回 他園での事故事例などをあげディスカッションを行う 

ケース会議 月1回 ・配慮が必要な子の共有・保育の振り返り 

乳児会議 月1回 ・子どもの姿の共有、保育の振り返り 

幼児会議 月1回 ・子どもの姿の共有、保育の振り返り 

 

 

（２）出席した施設外会議（Web参加含む） 

会議名 実施回数 参加スタッフ 

施設長会議 月1回 施設長 

施設長勉強会 月1回 施設長 

食育会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長、調理スタッフ 

保健会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長 

主任会議 年4回 主任・ミドルリーダー 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士 

 

 

（３）係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

衛生管理係 ・備品などの常時点検を行う。 
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・歯磨き指導・手洗いうがいの指導・着替えの仕方・感染症の話・水分

摂取の話・咳の話・排泄物の話等の指導を行う 

安全対策係 ・毎月の避難訓練、毎日の環境安全設備を行う。 

防火管理者 
・火災・地震・自然災害等の災害時の対応、不審者訓練対応を実施す

る。 

食品衛生管理係 ・食の安全に関わるすべての管理を行う。 

畑係 
・年間農業計画を遂行するとともに、畑の整備、管理を担当及び子ども

たちと管理し実施する。 

生き物係 ・幼児組を中心に、グッピーやカブトムシの世話をする。 

 

 

（４）行事係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

どろんこ祭り係 
・朝霞地区3園同時開催を行う。スタンプラリー式で3園のお祭りに回れ

るようにした。保護者からも喜ばれ楽しんでもらった。 

朝霞市　彩夏祭 
・保護者中心に行い、職員も参加実施する。暑い中、参加する親子も

年々増えている。 

 

 

 

４．保育支援 
 

（１）保育･保育参加･保護者面談および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望へ

の対応 

保育 

・乳児・幼児と別日に懇談会を開催する。子どもたちが同席した懇談会に慣れてきた様

子。不参加の方には、個人面談を行った。 

日々の保育は、異年齢児保育を中心に活動する。2歳児が後半幼児に移行するが、ど

うしても嫌がる2名の子には無理せず乳児での保育となった。 

・園長、主任は保育に入ることが多く、その中で課題を見つけ幾度となく話し合いを重

ねてきた。話し合いの大切さを実感する。 

保育参加 
4～3月まで　合計14名　が参加済み　　（2月1日時点） 

・年々ご両親の参加が増えている。来年度は、参加する家庭を増やしていく。 

保護者面談お

よび発達相談 

4～3月まで　合計13名　が参加済み　　（3月1日時点） 

・懇談会以外にも、面談希望する方が多かった。今年度は悩みを聞いてほしい方が数

名いた。 
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運営委員会 
運営委員会を6月27日、11月28日に当園にて実施し、参加した保護者各日2名 

詳細は議事録に記載　　 

 

 

（２）計画した年間行事の振返り 

　・別紙「２０２５年度 年間スケジュール」に掲載 

　・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育に関する実践結果 

1 

計画・ねらい 大切な命をいただく 

実践結果 

・大きな鯛を使い2歳児～5歳児の目の前で捌き、内臓などはジップロックの上

から触れさせた。5歳児は捌く経験もし、焼いて食べ、粗はスープとなり食した。

大歓声をあげ命をいただく貴重な体験を得た。 

次年度方向性 
・次年度も魚の命をいただく経験を予定していく。 

・魚だけではなく野菜なども大切な命であることを伝えていく。 

2 

計画・ねらい 子どもが自主的に食事を楽しめるよう進めていく 

実践結果 
・2歳児が幼児組に移行してきた頃から長距離散歩を多くしてきたこともあり、食

欲がかなり増してきた。自らおかわりもたくさんして昼食を楽しんでいた。 

次年度方向性 
・次年度も、戸外活動を充実させて、食欲をかきたてていきたい。 

・食欲だけでなく、マナーも伝えていく。 

3 

計画・ねらい 
畑の作物作り、クッキングを行うとともに、環境を意識し生ごみからのコンポスト

作りを継続的に行った。 

実践結果 
・食材は捨てるものをなくすたえ、葉っぱや出汁で取った鰹節等をふりかけに活

用し無駄のないようにしてきた。 

次年度方向性 
・コンポストは、継続していく。 

・食材も無駄なく使い、環境を意識してゴミを減らす取り組みを行っていきたい。 

 

 

（４）保健に関する実施結果 

実施項目 詳細 

園児健康診断 6月12日／11月20日に実施 

歯科検診 6月27日に当園にて実施 

保健だより 毎月25日におたより配信を実施 

スタッフ健康診断 年1回実施 

スタッフ検便 毎月1回（全スタッフ対象） 
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その他実施した園児への保

健指導、又は、取組等 

①  11月にkids朝霞にて乳児へ手洗い指導を実施 

②  12月にkids朝霞にて幼児へ感染症＋手洗い指導を実施 

③  6月にkids朝霞にて乳幼児へ歯磨き指導を実施 

流行した感染症 

①  11月末～12月にかけて園児13名、インフルエンザAが蔓延し保護者

へ掲示した。保健所への届け出もする。 

②  12月乳児13名インフルエンザAが蔓延し保護者へ掲示した。 

発作・痙攣等の対応 ・1歳児家庭での痙攣発生のため1月からダイアップお預かりする 

エピペン®使用できるスタッフ

の状況 

・4月22日に当園にてエピペン®研修をスタッフ6名が取得する。 

・本日時点で在籍スタッフ17名のうち、11名が使用可能 

AED使用できるスタッフの状

況（AED設置施設のみ） 

・10月の園会議にて救急救命の使い方を復習する。 

・本日時点で在籍スタッフ17名のうち10名が使用可能 

その他保健に関する取組 

・感染症、インフルエンザ等の情報、お知らせを掲示 

・歯磨き指導、感染予防指導、性教育を行った。 

・園会議にて、おむつ替え、蘇生について、熱中症、嘔吐下痢処理手順、

消毒衛生管理、感染症などを行った。 

・着替えの指導を行う。 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
6･12月の25日に実施済み 

避難消火訓練 毎月1回／15日に計12回実施済み 

不審者侵入訓練 6･12月の25日に実施済み 

情報セキュリティチェック 5月･11月に実施済み 

誤飲・誤嚥防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日実施 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日実施 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日に計12回実施済み 

個人衛生点検簿／毎日 毎日実施 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認

／保険証期限確認 

年2回／4･10月　 

⇒4月1日、10月1日に実施済み 
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身長体重測定 毎月1回／20日　実施済み 

児童健康診断 

  

内科健診　各年2回／6月12日、11月20日 

歯科健診　各年1回／6月27日 

運営管理 

児童・保護者の人権に関する

チェック 

年2回／4･10月の園会議時　 

⇒4月30日、10月30日に実施済み 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間　実施済み 

利用者アンケート調査 8月25日～9月5日に実施済み 

 

 

（６）実施した環境整備の状況 

1 

計画・ねらい 早番による室内、園庭などの安全点検を毎日行う 

実践結果 

・毎朝安全点検は子どもたちのために安全な環境を整えてきた。 

・保育室の整理整頓は職員にもつたえてきたが、忙しい保育の中での整理整

頓は十分にはできなかった。 

次年度方向性 
・次年度も、安全点検を毎日行っていく。気になる箇所があれば園長び伝えて

いく。 

2 

計画・ねらい 玩具と素材、ゾーンの充実 

実践結果 

・子ども達が遊び込めるよう、年齢にあった玩具をそろえる努力はしてきたが、

充分とは言えなかった。 

・職員の手作り玩具等も置き楽しめるようにしてきた。 

次年度方向性 
・来年度は棚の中に遊び込めるような玩具を揃えていく。引き続き職員による

手作り玩具は続けていく。 

3 

計画・ねらい 保護者、来訪者がいつ見ても気持ちの良い施設 

実践結果 
・今年度事務職員が入り、行き届いた清掃が出来るようになった。 

職員の保育用品の片付け等は課題が残る。 

次年度方向性 ・来年度も引き続きいつ見ても清潔な施設を心がけ清掃に力を入れていく。 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検結果 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検実施時期 点検結果 

1 パーテンション 乳児室 毎日 異常なし 
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５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 
 

1 実践結果 
・法人の運営マニュアル、保育品質マニュアルに則り、行動する。 

決められた事の内容と意味をよく理解し、園運営に携わった。 

2 実践結果 

・避難訓練を月1回実施した。年1回の消防署と共に総合避難訓練を行う予定に

していたが、消防署と日程が合わず、開催を見送った。 

・不審者侵入訓練は、犯人対応の訓練内容に工夫がなかったので、来年度の

課題となった。 

3 実践結果 

・事故防止、ヒヤリハット、インシデントをもとに事故防止委員会が統計結果の

振り返りを行った。 

・園内のインシデント、事故の再発防止検討、法人内の重大事故の事例検討、

緊急連絡先への連絡、AED研修、エピペン®研修、怪我の対応、水の事故対

策、散歩引率などを実施した。 

4 実践結果 

・うちの子のアプリに登録された送迎者以外は園児引き渡しを行わない。送迎

者変更があった際は、早急に修正依頼をしてきた。 

・外部から園児情報を求められた場合には、課長に連絡を入れてから折り返し

の電話を入れる。（職員にも共有済み） 

5 実践結果 
・光化学スモッグが発生しやすい気象状況、朝霞市からの注意情報を把握し、

発生時には適切な対応をとり子どもたちを守ってきた。 

 

 

 

６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度の振返り 

・今年度は実習生の受け入れはなかった。 

・中学生ボランティアは、２校から希望があった。第四中学校から３名の学生が来てくれた。 

朝霞第一中学校からは３名希望だったが、学校内でインフルエンザが蔓延し１名の学生のみが参加してくれ

た。子ども達とたくさん遊んでくれ、笑顔を振りまいてくれた。 

 

 

（２）実習生の受入 

実習生の受け入れなし 

 

 

（３）中高生の受入 

日程 学校名 人数 

1月30日～2月3日 朝霞第一中学校 1名 

2月4日～2月6日 朝霞第四中学校 3名 
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７．スタッフ研修 
 

（１）園内研修の開催 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

コンピテンシー

自己採点 

25日 

17名 

30日 

17名 

27日 

17名 

25日 

17名 

29日 

17名 

26日 

17名 

31日 

17名 

28日 

16名 

19日 

16名 

30日 

16名 

20日 

16名 

19日 

16名 

園内 

研修 

7日 

10名 

25日 

9名 

27日 

10名 

25日 

9名 

29日 

6名 

26日 

7名 

31日 

7名 

28日 

8名 

19日 

9名 

30日 

6名 

20日 

9名 

19日 

9名 

 

 

（２）外部研修への出席 

日程 主催 研修名 出席 
施設長推

薦 

6月～7月 埼玉県主催(キャリアアップ) マネジメント研修 1名 無 

8月～9月 埼玉県主催(キャリアアップ) 
障害児保育・アレルギー・

保健衛生 
2名 無 

8月～9月 埼玉県主催(キャリアアップ) 乳児保育 1名 無 

7月～8月 埼玉県主催(キャリアアップ) 幼児保育 1名 無 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修 

（子育ての質を上げる

会議） 

16日 

1名 

21日 

1名 

25日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

17日 

1名 

15日 

1名 

19日 

1名 

18日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

18日 

1名 

施設長勉強会 
17日 

1名 

22日 

1名 

26日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

18日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

19日 

1名 

全社員研修 4～3月までの間に動画視聴にて研修を実施（全スタッフ対象） 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を

施設長が所定様式を使用して個々に伝えた。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をした。 

 

 

（５）朝霞園内研修勉強会の実施 

　各園の会議を見学に行く予定をしていたが、業務多忙・日程が合わず実現できなかった。 

　来年度こそ、実現していく。 
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８．地域交流 
 

（１）今年度方針・テーマの振り返り 

・近隣の方との挨拶が自然に交わせるようになっている。また、先に近隣の方からの挨拶もあるほど地域に

溶け込めてきているのでは、とうれしく思っている。 

・老人ホームの「朝光苑」でコロナウイルス感染症が解禁になり４，５歳児で慰問に行く。朝光苑の方たちの前

で挨拶をし、歌を唄って大変喜ばれた。 

ゲームの玉入れは、ご老人の方には座ったまま行っていただいたが大盛り上がりだった。ご老人の笑顔に朝

光苑の方からお礼の電話があり、来年度は、毎月来てほしい園にも遊びに行かせてほしいと伝えられた。来

年度が今から楽しみである。 

 

 

（２）実施した地域交流 

活動行事 内容 

どろんこ祭り 年1回　　　参加述べ人数：98名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：朝霞の森にて　　参加延べ人数：21名 

商店街ツアー 

週1回　主な行き先：朝霞駅前交番、朝霞市立図書館本館、朝霞市中央公民

館、朝霞警察署、埼玉県南西消防局、朝霞郵便局、陸上自衛隊広報セン

ターりっくんランド、うちで花園、東武ストア、魚福水産、富久屋、葵青果、富

岡青果店、昌大自動車興業、丸亀製麺、auショップ、スターバックスコーヒー、

ミヤマ珈琲、塩見醤油醸造、銀座コージーコーナー、広沢観音、トヨタレンタ

カー等 

世代間交流 2月3日に朝霞第4中学生とkids朝霞で実施　 

異年齢交流 2月5日に朝霞第八小学校で異年齢交流を実施 

その他活動 コロナウイルス感染症が落着き、ちきんえっぐに近隣の方たちが増えてきた。 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉　実施 

 

 

 

９．小学校との子ども間交流・職員間交流 
 

（１）今年度の振り返り 

朝霞第八小学校から園に「１年生との交流会を計画します。来てください」電話があった。 

１年生の授業中に招かれ、歌を披露してくれ他にもクイズ・学校案内・持ち物・タブレット等を使い楽しい時間

を過ごす事が出来た。毎年この会の開催を希望したが来年度は残念ながら未定だそうだ。 
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（２）具体的な連携 

日程 学校名・クラス名 
参加 

人数 
活動名（会場） 内容 

7月25日 朝霞第八小学校 9名 朝霞第八小学校 校内・授業見学 

1月21日 幼保小連絡会 2名 朝霞ゆめぱれす 職員間交流 

2月5日 
朝霞第八小学校 

1年4組 
9名 交流会（八小教室） 1年生の子ども達と交流 

 

 

 

１０．要支援児 
 

（１）個別支援計画の作成・見直しの状況 

・支援が必要な子どもに関して、半期に一度個別保育計画を行ってきた。 

家庭や関連機関との連携を図りながら、一人ひとりに応じた保育内容や配慮を実施し行った。 

 

 

（２）毎月のケース会議開催の状況 

・４～３月に計１２回開催　参加者：２～４名 

支援が必要な子どもに関し月に一回支援会議を行ってきたが、人数が多く支援会議だけでなく昼礼会議・園

会議でも話し合ってきた。一人ひとりの対応を皆で考え、全職員で対応の仕方を統一してきた。 

 

 

（３）進級引継、および小学校への引継状況 

・児童要録送付だけでなく、幼保小連絡協議会に参加し直接配慮等の引継ぎを行ってきた。 

アレルギーや園での様子も丁寧に伝える。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

実績数 0 0 8 4 0 0 0 2 0 0 6 0 20 

 

実施項目 詳細 

施設開放 （月）～（土）9:30～16:30　にて実施　来園延べ人数：0名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　　　⇒計0件相談実施済み 
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自然食堂　

親子ランチ

交流 

毎週（水）10:00～12:00　　　　　　　⇒計5回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 8名 4名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 6名 0名 10名 

どろんこ　芸

術学校 

どろんこ　自

然学校 

毎週（水）10:00～12:00　　　⇒計5回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00　にて実施 

ちきんえっぐ

だより 
毎月1日発行 

青空保育（支

援センター主

催） 

月1回　　　：朝霞の森にて　以下日程にて実施 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 2名 0名 0名 0名 0名 2名 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

今年度受審なし 

 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２６年２月２０日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施済み。 

自己評価開始時刻：１８時００分 

自己評価終了時刻：１８時２０分 

自己評価実施者：和田、鈴木、稲葉、山内、矢口、亀井、川島 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用 保護者に対し、アンケートを実施 

アンケート配布日：８月２５日 

アンケート回収率：１４６％ 

 

(省察)　今年度も協力的な保護者が多く、回答率が１００％になった。厳しいご意見は一切なく、温かい言葉が

多かった。来年度も、満足していただける様全職員で努力していきたい。 
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１３．苦情解決・ケガのうち報告すべき事項 
 

ご意見ご提案デスク（ＨＰ・メール・電話）、口頭・書面・連絡帳・ご意見ご提案ボックスによって寄せられた全て

の意見・要望・苦情について、原則、「苦情対応体制」に従い、法人として解決を図る。以下、報告すべきご意

見・ケガに関しては次の通りとなる。 

 

（１）報告すべきご意見 

報告すべきご意見０件 

 

 

（２）報告すべきケガ（事故含む） 

報告すべきケガ(事故を含む)　０件 

 

 

 

※なお、報告書内の３月度の数値結果に関しては、すべて見込みの数値となっている。 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　作成者：メリー★ポピンズ kids朝霞ルーム 施設長　和田　和江 
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